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みなさんこんにちは、連合鳥取女性委員会副委員長の中嶋【JR 連合】です。 

昨年は新型コロナウイルスが未知の感染症だったため 3.8 国際女性

デーの活動を中止としましたが、本年は今の生活様式に合った対策と、

皆さんの参加しようとの前向きな気持ちが合わさった結果、無事に開催

することができました。これは女性委員会としても、とても大きな一歩

だと感じています。 

3 月 8 日は国連において「女性の権利と平等の為に闘う記念日」と位

置付けられ、今も世界各国で様々な行動が展開されています。そして、

わたしたち連合鳥取女性委員会もこの活動に賛同しています。今回参加

されたみなさんには、国際女性デーの意義や講義の内容を各単組に持ち

帰えられ、水平展開していただくことを期待します。 

 

【「3.8国際女性デー学習会」に参加して】 
 

『女性参画と政治へのかかわり』と題して、連合参与髙橋睦子さんに講演いただき、日本の男女

平等参画の課題や世界における日本の現状、政治への女性参画の重要性などについて学習しました。 
 

世界各国で女性への差別撤廃や男女平等への

取り組みが行われ、多くの国が政治・経済分野で

一定比率を女性に割り当てる「クオータ制」を導

入しています。 

しかし、日本ではまだまだ家父長制的な構造が

根強く残っており、世界における日本の男女平等

格差指数は、153 ヵ国中 121 位、先進国では

最下位と、とても残念な結果となっています。 
 

世界中が困惑しているコロナ禍においても女

性への影響が大きく、雇用や収入の不安定さ、

DV や性暴力の被害など、様々な問題があります。 

また女性の自死も増加しており、経済的に弱い立場にある事や生活様式の変化などで、女性への

負担が増しているといった事も原因ではないかと感じています。 

なぜ女性が追いつめられるのか・・・それは、女性が抱えている問題を表面化する場が少ない、

声が声として届かないからであり、それを解決するために「政策が作られる場にしっかりかかわる

事」が女性の政治参画の重要な意味であると思いました。 
 

今回の学習会で、女性参画とは「男性に負けない」

「男性より優れている」ではなく、『同じ場に同じ

様に混ざっている風景である事』だと学びました。 

女性であるから表に立たないのではなく、私たち

女性が生きやすく輝ける場を作るためにも、同じ位

置に立つという事が大切なのだと気づきました。 

こんな時だからこそ、「できる事から少しずつ」

「一歩でも前へ」という気持ちで、男女平等参画社

会の実現に向け活動の輪を広げていきたいと感じ

た学習会でした。       （小谷幹事【電機連合】） 

★「３.８国際女性デー学習会」を開催しました ★ 
■2021年３月６日(土)10:00～11:30／まなびタウンとうはく ■参加者 44人（男性 15人・34％） 

連合鳥取 女性委員会 NEWS 
№４ 

▲主催者あいさつする中嶋副委員長 

▲髙橋参与によるオンライン講演 

▲オンライン講演の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.8 国際女性デーの取り組みには、賃金格差是正、

女性参政権、ハラスメント防止、政治政策などがあり、

特に今年は今の政治が問われ動き出す年でもあるため、

女性参政権の歩みと、政治とのかかわりを学び・考え

る内容の学習会としました。 

また、参加者のみなさんには、3.8 国際女性デーの

意義を周知する活動にも協力いただき、繋がりの輪が

大きく広がったのではないかと思います。 

連合鳥取女性委員会は、これからも男女平等局と連

携して活動し、メッセージを発信していきます。 
 （中山事務局長【JAM】） 

★ご意見などは連合鳥取まで 

TEL: 0857-26-6605 

Mail: tottori@tottori.jtuc-rengo.jp 

▲髙橋参与と一緒に、参加者全員によるアピール行動 ▼本川会長・澤田副会長も駆けつけた 

▼3.8 国際女性デーアピール提案する山名幹事 

▲学習会資料とともに配布した周知活動グッズ 

花柄の袋（バラの代用）に入れたラスク（パンの代用）とチラシ 

tel:0857-26-6605

